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(57)【要約】
　本発明の前面座式可能な洋便器は、便器本体、座台、
背もたれ部、貯水槽部を含む洋便器であって、縦軸長さ
が長く形成された開口部を備えた便器本体；前記便器本
体の上部および前記座台と接触することなく空間的に離
隔された背もたれ兼用胸当て部；前記背もたれ兼用胸当
て部の側面に設けられた取っ手；前記便器本体の上部お
よび前記座台と接触することなく空間的に離隔され、小
便および大便の処理水を貯蔵する貯水槽部；前記貯水槽
部を支持する貯水槽支持部；および前記貯水槽部に結合
され、前記背もたれ兼用胸当て部を支持する胸当て部支
持部材；を含む。本発明により、車椅子使用者はより容
易に利用することができつつ空間が節約されるトイレを
提供することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　便器本体、座台、背もたれ部、貯水槽部を含む洋便器であって、
　縦軸長さが長く形成された開口部を備えた便器本体；
　前記便器本体の上部および前記座台と接触することなく空間的に離隔された背もたれ兼
用胸当て部；
　前記背もたれ兼用胸当て部の側面に設けられた取っ手；
　前記便器本体の上部および前記座台と接触することなく空間的に離隔され、小便および
大便の処理水を貯蔵する貯水槽部；
　前記貯水槽部を支持する貯水槽支持部；および
　前記貯水槽部に結合され、前記背もたれ兼用胸当て部を支持する胸当て部支持部材；
　を含むことを特徴とする前面座式可能な洋便器。
【請求項２】
　前記便器本体の下部と前記貯水槽支持部は互いに一体に結合されることを特徴とする、
請求項１に記載の前面座式可能な洋便器。
【請求項３】
　前記便器本体の下部と前記貯水槽支持部は互いに分離し、洋便器の設置時に連結管に連
結されることを特徴とする、請求項１に記載の前面座式可能な洋便器。
【請求項４】
　前記貯水槽部の上部に手洗用水を収容し排出できる収容部が備えられ、
　前記収容部に手洗用水を供給する給水部が備えられることを特徴とする、請求項１から
３のうちのいずれか一項に記載の前面座式可能な洋便器。
【請求項５】
　前記胸当て部支持部材は前記貯水槽部の正面部または正面部および上部の一部に結合さ
れ、
　前記給水部は前記便器本体方向の反対側である前記収容部の後方に位置した前記貯水槽
部の上部に備えられることを特徴とする、請求項４に記載の前面座式可能な洋便器。
【請求項６】
　前記胸当て部支持部材はセラミック材質であり、
　前記給水部は前記給水部の支持部材上に設けられた自動感知センサによって作動するこ
とを特徴とする、請求項５に記載の前面座式可能な洋便器。
【請求項７】
　前記胸当て部支持部材は前記貯水槽部の上部周縁部のうちの前記便器本体がある方向の
反対側に結合され、
　前記給水部は前記収容部の上部に位置した前記胸当て部支持部材上に備えられることを
特徴とする、請求項４に記載の前面座式可能な洋便器。
【請求項８】
　前記胸当て部支持部材は金属材質であり、
　前記給水部は前記胸当て部支持部材上に設けられた自動感知センサによって作動するこ
とを特徴とする、請求項７に記載の前面座式可能な洋便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は座式洋便器に関する。具体的には、前面座式可能な洋便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の座式洋便器は後面座式型であり、便器前で後に背を向けた後に着座するようにな
っていた。
【０００３】
　図１は従来の後面座式洋便器を用いたトイレの平面図である。
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【０００４】
　図１に示すように、従来の座式洋便器ｌは、車椅子を使用する老弱者または障害者がト
イレを利用する場合、トイレの中に車椅子を移動してから再び方向を変えて座台１０に着
座しなければならなかった。よって、車椅子使用者がトイレを利用するためには相当な不
便があった。単なる車椅子の方向転換による不便だけでなく、方向転換後、座台１０への
着座に至るまでの過程においても支持棒２０をつかんで後に着座しなければならないため
、多くの力が必要となり、大変不便であった。
【０００５】
　また、トイレ内において、後面から座台１０に着座するために車椅子の方向を変えなけ
ればならないため、トイレは相当な空間を有しなければならなかった。
【０００６】
　また、図ｌに示すように、洗面台３０が別途に離れているため、トイレで用事を済ませ
て手を洗う場合、車椅子に乗って再び移動しなければならないので多くの不便があった。
【０００７】
　一方、障害者専用の特殊洋便器はその障害者の障害状態を考慮して特殊製作されるため
、一般の人々が利用するには費用やその他の色々な面で適当ではない問題があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は前述した従来技術の問題点を解決しようとするものである。具体的には、本発
明は、従来の洋便器のような後面座式ではなく、車椅子使用者の便宜を提供できるように
前面座式可能な洋便器を提供しようとする。
【０００９】
　また、本発明は、前面座式を可能にし、車椅子使用者が利用しても空間が節約されるト
イレを提供できる洋便器を提供しようとする。
【００１０】
　さらに、本発明は、車椅子使用者が前面座式状態で用事を済ませた後にその場で手を洗
うことができる洋便器を提供しようとする。
【００１１】
　また、本発明は、車椅子使用者だけでなく一般の人々も通常の後面座式洋便器のような
状態で利用できる洋便器を提供しようとする。
【００１２】
　また、このように車椅子使用者および一般の人々の皆が容易に利用できるようにするこ
とにより、経済性のある洋便器を提供しようとする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明は前述した目的を達成するためのものであり、本発明は、便器本体、座台、背も
たれ部、貯水槽部を含む洋便器であって、縦軸長さが長く形成された開口部を備えた便器
本体；前記便器本体の上部および前記座台と接触することなく空間的に離隔された背もた
れ兼用胸当て部；前記背もたれ兼用胸当て部の側面に設けられた取っ手；前記便器本体の
上部および前記座台と接触することなく空間的に離隔され、小便および大便の処理水を貯
蔵する貯水槽部；前記貯水槽部を支持する貯水槽支持部；および前記貯水槽部に結合され
、前記背もたれ兼用胸当て部を支持する胸当て部支持部材；を含むことを特徴とする前面
座式可能な洋便器を構成している。
【００１４】
　また、本発明は、前記前面座式可能な洋便器において、前記便器本体の下部と前記貯水
槽支持部が互いに一体に結合されることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明は、前記前面座式可能な洋便器において、前記便器本体の下部と前記貯水
槽支持部は互いに分離し、洋便器の設置時に連結管に連結されることを特徴とする。
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【００１６】
　また、本発明は、前記前面座式可能な洋便器において、前記貯水槽部の上部に手洗用水
を収容し排出できる収容部が備えられ、前記収容部に手洗用水を供給する給水部が備えら
れることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明は、前記前面座式可能な洋便器において、前記胸当て部支持部材は前記貯
水槽部の正面部または正面部および上部の一部に結合され、前記給水部は前記便器本体方
向の反対側である前記収容部の後方に位置した前記貯水槽部の上部に備えられることを特
徴とする。また、本発明は、前記胸当て部支持部材はセラミック材質であり、前記給水部
は前記給水部の支持部材上に設けられた自動感知センサによって作動することを特徴とす
る。
【００１８】
　また、本発明は、前記前面座式可能な洋便器において、前記胸当て部支持部材は前記貯
水槽部の上部周縁部のうちの前記便器本体がある方向の反対側に結合され、前記給水部は
前記収容部の上部に位置した前記胸当て部支持部材上に備えられることを特徴とする。ま
た、本発明は、前記胸当て部支持部材は金属材質であり、前記給水部は前記胸当て部支持
部材上に設けられた自動感知センサによって作動することを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】従来の後面座式洋便器を用いたトイレの平面図である。
【図２】本発明の一実施形態による前面座式可能な洋便器の側面図である。
【図３】本発明の一実施形態による前面座式可能な洋便器の斜視図である。
【図４】本発明の他の一実施形態による前面座式可能な洋便器の斜視図である。
【図５】本発明のまた他の一実施形態による前面座式可能な洋便器の側面図である。
【図６】本発明のまた他の一実施形態による前面座式可能な洋便器の斜視図である。
【図７】本発明の一実施形態による前面座式可能な洋便器を備えたトイレの平面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付図面と共に好ましい実施形態により本発明をさらに具体的に記述する。添付
図面および実施形態は添付した請求項による本発明の１つの例示に過ぎず、本発明の範囲
を限定するためのものではない。
【００２１】
　図２は本発明の一実施形態による前面座式可能な洋便器の側面図であり、図３は本発明
の一実施形態による前面座式可能な洋便器の斜視図であり、図４は本発明の他の一実施形
態による前面座式可能な洋便器の斜視図である。
【００２２】
　また、図５は本発明の他の一実施形態による前面座式可能な洋便器の側面図であり、図
６は本発明の他の一実施形態による前面座式可能な洋便器の斜視図である。
【００２３】
　図２～６において、Ａは本発明の一実施形態による前面座式可能な洋便器であり、Ｂは
本発明の他の一実施形態による前面座式可能な洋便器である。以下、図面に基づいて説明
するが、重複部分に対する説明は省略することにする。
【００２４】
　図２～６において、本発明の一実施形態による前面座式可能な洋便器は便器本体１００
、座台１１０、背もたれ部１２０、貯水槽部１４０を含んでなり、便器本体１００は上部
１０２に縦長さが長く形成された楕円形の開口部を有し、その下部１０４がトイレの床に
接触している。便器本体１００の開口部が縦方向に長く形成されることにより、車椅子使
用者または一般の人々が便器本体１００の前で便器本体１００の上を容易に通って前面座
式できるようにして不便さを無くした。図２には示していないが、図５を見れば、小便お
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よび大便の処理水が汚水管１５６を通して汚水貯蔵所に流れる。
【００２５】
　また、便器本体の上部１０２の上に着座する際に臀部を支える座台１１０が便器本体の
上部１０２の貯水槽部１４０方向の端部に位置したヒンジ部１１２にヒンジ結合されて持
ち上げられるようになっている。図には示していないが、洋便器を使わない時に座台１１
０を覆う座台カバーも備えることができる。
【００２６】
　また、便器本体の上部１０２および座台１１０と接触することなく空間的に離隔して設
けられた背もたれ兼用胸当て部１２０を備え、背もたれ兼用胸当て部１２０は前面着座時
に胸部の内側に抱かれる程度の大きさであればよい。背もたれ兼用胸当て部１２０は座台
１１０および便器本体の上部１０２と空間的に離隔されているために前面着座時に足を広
げる必要がなく、また、便器本体１００の側面から前面座式状態で座ることができる。
【００２７】
　さらに、背もたれ兼用胸当て部１２０の両側面に取っ手１２２が設けられ、取っ手１２
２は連結部１２４によって背もたれ兼用胸当て部１２０の両側面の各々に結合される。図
７に示すように、車椅子使用者は便器本体１００の前で取っ手１２２をつかんで容易に座
台１１０の上に前面着座できるようになっている。図には示していないが、便器の側面か
ら取っ手ｌ２２をつかんで容易に座台１１０の上に前面着座することもできる。また、図
３、４、６または７に示すように、洋便器の側面のトイレ内側壁に支持ガイド２１０が設
けられているため、取っ手１２２だけでなく支持ガイド２１０も共に利用して容易に前面
着座できるようになっている。
【００２８】
　また、背もたれ兼用胸当て部１２０を支持する胸当て部支持部材１２６を備えている。
胸当て支持部材１２６はユーザが胸部または背中（ｂａｃｋ）で背もたれ兼用胸当て部１
２０を押したりまたは手で取っ手１２２を押したりする場合にこれを支持できるようにす
る。胸当て支持部材１２６は小便および大便の処理水を臨時貯蔵する貯水槽部１４０に結
合されている。
【００２９】
　貯水槽部１４０は背もたれ兼用胸当て部１２０と同じように便器本体の上部１０２およ
び座台１１０と接触することなく空間的に離隔し、貯水槽部１４０の下部に位置した貯水
槽支持部１５０によって支持される。貯水槽部１４０の形状は図２に示すように洗面台受
け台形状であってもよく、図５に示すように曲がった円柱形状であってもよく、その他の
様々な形状を有するようにデザインすることもできる。また、貯水槽支持部１５０は図５
に示すように貯水槽部１４０の下部の一部を含んで構成してもよく、または、図には示し
ていないが、別個に構成されて貯水槽部１４０を支持することもできる。
【００３０】
　また、図３に示すように、貯水槽部１４０は正面部１４４にトイレットペーパーを入れ
て正面部１４４に形成された隙間から取って使えるトイレットペーパー保管部１４８を備
えることもできる。また、図２～５には示していないが、用事を済ませた後、処理水を流
すボタンまたは水流しレバーなどの処理水作動部が貯水槽部１４０の正面部または側部、
背もたれ兼用胸当て部１２０の側部または上部、または胸当て部支持部材１２６の上部な
どの様々な地点に位置するように設けられることができる。
【００３１】
　さらに、図３、４または６に示すように、座台１１０は貯水槽部方向の外周面に使用者
の前面着座時に股部が収容できる収容溝部１１１を備え、より使い易い構造を有する洋便
器を提供することができる。
【００３２】
　図２に示すように、本発明のまた他の一実施形態による前面座式可能な洋便器Ａは便器
本体１００の下部１０４と貯水槽支持部１５０が互いに一体に結合されることができる。
その結合部１５４はトイレの床に低く接触結合されるようにし、ユーザが便器の側面から



(6) JP 2010-519438 A 2010.6.3

10

20

30

40

50

座台１１０に座る場合にも不便が無いようにすることができる。図には示していないが、
結合部１５４内には貯水槽部１４０の処理水が移動する給水管を含むか、または汚水処理
管を含むこともできる。
【００３３】
　図５に示すように、本発明のまた他の実施形態による前面座式可能な洋便器Ｂは、便器
本体の下部１０４と貯水槽支持部１５０が互いに分離するように設けられ、トイレの床内
で連結管１５２に連結され、貯水槽部１４０の処理水を便器本体１００に供給できるよう
にする。汚水処理管１５６もトイレの床内に設けられる。
【００３４】
　また、発明のまた他の実施形態は、図２～図６に示すように、前面座式可能な洋便器は
、貯水槽部１４０の上部１４２に手洗用水を収容し排出できる収容部１３２が備えられ、
また、収容部１３２に手洗用水を供給する給水部１３０が備えられている。給水部１３０
における給水は受動または自動感知センサによって作動することができる。収容部１３２
は貯水槽部１４０の上部形状に適当な様々な形態であり、図２のように長方形形状であっ
てもよく、図５のように円形ボール形状であってもよい。図には示していないが、収容部
１３２内の中央部底に手洗用水排出口を備えることができる。給水部１３０は図４に示す
ように貯水槽部１４０に結合されてもよく、場合によっては、独立して貯水槽部１４０が
接触するトイレ正面壁体上に設けることもできる。また、図には示していないが、貯水槽
部１４０の正面部に手洗後に手を乾燥できる自動乾燥器が設けられることもできる。
【００３５】
　さらに、本発明のまた他の一実施形態による前面座式可能な洋便器において、図２に示
すように、胸当て支持部材１２６は貯水槽部１４０の正面部１４４および上部１４２の一
部に結合されることができ、図４に示すように、給水部１３０は蛇口形態で貯水槽部１４
０の上部１４２のうちの便器本体方向の反対側である収容部１３２の後方に設けられるこ
とができる。
【００３６】
　また、本発明のまた他の一実施形態による前面座式可能な洋便器において、前記胸当て
部支持部材１２６はセラミック材質であり、これとは異なり、金属材質であってもよい。
また、給水部１３０は前記給水部１３０の支持部材上に給水部１３０の付近に設けられた
自動感知センサ１３４によって手洗用水の給水がなされる。図に示したものとは異なり、
自動感知センサ１３４は給水部１３０の前に手が置かれられることを感知できる位置であ
ればどこでもよい。自動感知センサは、温度検知や運動状態検知など、自動で給水部１３
０の前付近の手の動作を感知できれるものであればよい。
【００３７】
　また、本発明のまた他の一実施形態による前面座式可能な洋便器において、図５に示す
ように、胸当て支持部材１２６は貯水槽部１４０の上部１４２周縁部のうちの便器本体方
向の反対側周縁部に結合されてもよい。また、給水部１３０は収容部１３２の上部に位置
した胸当て部支持部材１２６の上に備えられてもよく、図には示していないが、蛇口形態
で便器本体方向の反対側である収容部１３２の後方位置の貯水槽部の上部ｌ４２の周縁部
に備えられてもよい。
【００３８】
　また、本発明のまた他の一実施形態による前面座式可能な洋便器において、胸当て支持
部材１２６は金属材質であってもよい。さらに、図６に示すように、給水部１３０は前記
胸当て支持部材１２６の上に給水部１３０の付近、例えば、給水部１３０の下方に設けら
れた自動感知センサ１３４によって手洗用水の給水がなされる。図に示したものとは異な
り、自動感知センサ１３４は給水部１３０の前に手が置かれられることを感知できる位置
であればどこでもよい。
【００３９】
　一方、図７は本発明の一実施形態による前面座式可能な洋便器を備えたトイレの平面図
である。
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【００４０】
　図３、図４、図６または図７において、本発明に他の一実施形態による前面座式可能な
洋便器（Ａ、Ｂなど）のうちのいずれか１つを備え、洋便器の左側または右側または両側
壁面に設けられた支持ガイド２１０を備え、洋便器の便器本体方向の反対側である収容部
１３２の後方壁面に設けられた鏡を含むトイレを構成することができる。図７に示すよう
に、前述した前面座式可能な洋便器を備えたトイレにおいて、車椅子使用者が便器の前で
車椅子から洋便器の取っ手１２２をつかんで座台１１０の上に前面着座する様子を示して
いる。この場合、トイレの両壁に設けられた支持ガイド２１０を利用することもできる。
よって、図７に示すように、前面座式可能な洋便器を備えたトイレは車椅子使用者が利用
する場合にも便利でありながらも空間節約が可能となる。
【００４１】
　以上、本発明をその思想と基本的特徴から離れることなく、いくつかの実施形態により
説明したが、特に断らない限り、上記の例は開示された実施形態によって限定されるもの
ではなく、本発明の思想と添付の特許請求の範囲で画定された範囲内で広く解釈されるべ
きであり、添付した請求項の範囲内で可能な様々な実施形態の変更、代案、均等物を含む
とみなすことができる。
【産業上の利用可能性】
【００４２】
　前述したように、本発明により、車椅子使用者の便宜を提供できる前面座式可能な洋便
器を備えることができる。
【００４３】
　また、本発明により、前面座式可能にし、車椅子使用者が利用しても空間が節約される
トイレを提供できる洋便器を備えることができる。
【００４４】
　さらに、本発明により、車椅子使用者が前面座式状態で用事を済ませた後、その場で手
洗い可能な洋便器を備えることができる。
【００４５】
　さらに、本発明により、車椅子使用者だけでなく一般の人々も通常の後面座式洋便器の
ような形態で利用できる洋便器を備えることができ、また、このような前面座式可能な洋
便器を車椅子使用者および一般の人々の皆が容易に利用できるようにすることにより、兼
用トイレに用いられる場合により経済性を有することができる。
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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【国際調査報告】
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